
Attachment of the tetraspol'cs of Padilla dubia恥 UCK(Phaeophyta， Dictyotal岱 213

Moss， B.L. 1974. Attachment and germination of 
the zygotes of Pelvetia callalicutala (L.) DCNE. et 

THUR. (Phaeophyceae， Fucales). Phycologia 
13: 317-322. 

PARKER， B.C. and DIBOLL， A.G. 1966. Alcian 
stains [or histochemical localisation of acid and 

sulfated polysaccharides in algae. Phycologia 

6: 37--46. 

Ampili， P.・Panikker，M.V.N.・Chauhan，V.D.: Padina dubiα 

(褐藻植物門 アミジグサ目)の四分胞子の付着

Padilla dubiaの四分胞子は放出された後，粘着性の物質を分泌し，それによって基質にしっかり付着する。こ

の分泌は四分胞子放出直後から胞子と仮恨のまわりで始まる。この分泌物はムコ多麟類型のものである。との生

物粘着物質(bioadhesive)の合成は何等かの生態的生理的重要性をもつことが示唆される。この細胞外に産生され

る生物粘着物質の性質を調べるため，アルシアン・イエロー，アルシアン・フツレー， PAS，トノレイジン・ブルー

などを用いて組織化学的研究を行なった。染色反応から，四分胞子l乙は酸性多糖類と硫酸合有多糖類とが共lこ多

量l乙含まれるが，細胞外産生の生物粘着物質には硫酸根をもっ多糖類(恐らくフコイジン)のみが含まれること

が判明した。
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the spermatangia are almost similar in 

all the members of Gigartinales. 
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健康食品海藻，ミネラルとビタミンlと富むシーヴェ

ジタプルなどのキャッチフレーズとともに海藻の食品

化が喧伝され，それに伴って最近一般家庭向11:書かれ

た海藻食品の小冊子の幾っかが盾頭を飾るようになっ

た。しかし，題名や宜伝文ほどに内容が満足出来るも

のは少なく，乙のととろ健康食品として乙の海藻の優

秀性をわかりやすく書いた本の出現が待ち望まれてい

た。今回出版された本学会元会長西津一俊博士の「ワ

カメが高血圧も成人病もハネ返す」は一見奇をてらっ

た題名と言えなくとないが，内容はそうではなく，実

iζ科学的に人体生理と薬理の立場から海藻の効能を誰

にもわかるように解説している。一例として，コンプ

やワカメのヌメリの記述を紹介しよう。“コンブを一

片コップの水につけておくとトロッとした成分がとけ

出します。乙の上澄みを毎日飯んでいると動脈硬化や

高血圧，脳卒中が防げるといわれています。乙の上澄

みに出てきたのは「ヌメリ」の成分で，ヌメリはア

ルギン酸とフコイダンという多糖類にわずかにタンパ

ク質がまじったものです。乙の多糖類は①消化吸収さ

れにくい，②酸性で種々のミネラルと結合しやすいこ

とが大きな特徴です。コンブやワカメに含まれるアル

ギン酸はカリウムやカルシウムなどと結合した形で存

在し，強い酸性状態の胃の中ではこれらのミネラルを

分離します。腸の中は胃と反対にアルカリ性です。そ

乙で改めてミネラルと結合しようとするのですが，こ

のとき一番手近にあって量の多いのは食塩が分解して

できたナトリウムイオンです。アルギン酸は体内にカ

リウムやカルシウムを残し，血圧を上げるナトリウム

を道づれにした形で便の中に出てくるのです。乙うし

て血圧を下げる働きをする乙とになるのです。

文章は多少かえであるが，ほぽ乙ういった調子で，

時に成分表や臨床実験例などをあげ，ワカメを主体と

して海藻と動脈硬化，脳卒中，制ガン，ミネラル，美

容との関係などを5章にわたってわかりやすく解説し

ている。さらに各章には料理研究家，木村民恵氏によ

るワカメ料理が紹介され，その数は計501ζ及ぷ。栄養

面から海藻を活用したいと考える人身に広く推奨した

い本であり，また務類の専門家にも教えられると乙ろ

が多く，充分読みごたえがある。
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